
令和４年度（２０２２年度）

第4回

川口中学校区地域づくり推進会議

令和４年（２０２２年）９月10日（土） ９：３０～１２：００

川口中学校１階 被服室

八王子市 未来デザイン室
株式会社アール・ピー・アイ
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本日のプログラム
会場

川口中学校１階 被服室

１ 開会

２ 本日の議題確認

３ 議題

（1）部会活動の共有 【15分】

（2）運営担当打ちあわせの報告 【10分】

（3）令和4年度（2022年度）推進会議の検討事項確認 【５分】

（4）地域づくりの未来像の共有 【20分】

＜休憩＞ 10：20～10：30頃

（5）推進会議の運営に関する検討 【65分】

4 市からの情報提供 【10分】

5 意見交換・情報共有 【10分】

6 閉会

【配布資料】

資料１ 地域づくりの未来像

資料２ 他市事例の紹介

資料３ （仮称）天合峰公園について

参考 川口中学校区地域づくり推進計画（抜粋）

参考 長期ビジョンに関する高校生及び大学生ワークショップ 開催レポート（総括のみ）

【第５回の開催日程等】

令和４年（２０２２年）10月15日（土） 9：30～12：00（予定） 川口中学校被服室

【地域フォーラムの開催】 ※ 広報はちおうじ（10/15号）に掲載予定

令和４年（２０２２年）11月26日（土） 14：00～16：00（予定） 川口市民センター
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３ 議題

（2）運営担当打ち合わせの報告 【10分】

• 推進会議や部会、アクションプランなどについて、運営担当打ちあわせを８月２4日（水）に
行いました。

項目 主な内容

推進会議

〇 目的、地域課題に関する意見交換

・推進会議の目的とは何かを改めて市に確認した方が良い。
→地域課題の解決に向けて、地域の合意形成をもとに取り組んでいく地域
プラットフォームとなる会議体をめざしている。
・川口中学校区が抱える課題として、学校施設の再編が特に重要ではないか。
→市からは、「町会・自治会だけでなく、PTA、青少対など幅広い組織の意
見反映したい。今後の進め方は、担当所管を交えて改めて説明させてい
ただきたい。」との話があった。

・学校再編、都市公園、北西部幹線道路など、川口中学校区が抱える課題、関
心事に応じて、市から推進会議に情報提供を行うとともに、議論できないか。
→推進会議の議題設定は、運営担当と調整する。
・市と地域で協議するための組織づくりが必要ではないか。

〇 会議参加者、新たな担い手の確保に関する意見交換

・推進会議が、未だ地域のなかで認知されていないのではないか。
・若年層の参画について、継続して推進会議に参加するのは難しくても、テー
マや役割を明確にすれば関わることができるのではないか。

部会
〇 各部会の取組状況の共有

・推進会議全体会で、各部会から要点を共有する。

アクション
プラン

○ その他のアクションプランの検討に関する意見交換

・優先的アクションプランの他に新たな取組をするのは負担が大きい。
・推進会議では、地域課題の全てを洗い出している訳ではない。まずは優先的
アクションプランを軸に、優先順位をつけて取り組むことが必要ではないか。

（1）部会活動の共有 【15分】

• 部会で検討している優先的アクションプランについて、部会ごとに共有します。

※共有・確認の時間が足りない場合、あらためて部会で話しあう予定を調整してください。

• 各部会の取組状況を全体に共有します。
※全体に共有する発表者を事前に決めておいてください。

【部会】

① コミュニティカレンダー

② マルシェ

【確認事項】

 準備、検討状況

 今後の活動方針、活動内容
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（4）地域づくりの未来像の共有 【2０分】

• 資料１をもとに、地域と行政が協力して取り組んでいく地域づくりの未来像について説
明します。

• 資料２をもとに、他市事例を紹介します。
• 上記の内容について意見交換を行います。

【イメージ図】

資料１：地域づくりの未来像
資料２：他市事例の紹介

（3）令和4年度（２０２２年度）の推進会議の検討事項確認 【５分】

• 令和4年度（2022年度）の検討事項は、以下のとおりです。

①優先的アクションプラン試行・検討 ・・・・・・ 継続的に共有し、必要に応じて検討

②推進会議の仕組み、体制づくり ・・・・・・ 第４回から開始

③その他のアクションプランの検討 ・・・・・・ 第５回から開始

②推進会議の
仕組み、体制づくり
②推進会議の

仕組み、体制づくり
①優先的アクション
プランの試行・検討
①優先的アクション
プランの試行・検討

③その他のアクション
プランの検討
（担い手の育成、
共通テーマ）

③その他のアクション
プランの検討
（担い手の育成、
共通テーマ）



5

（5）推進会議の運営に関する検討 【65分】

• 推進会議は、分野ごとの縦割り・画一的な事業の進め方を見直し、地域の実情にあった
新たな体制として検討・実行していく組織となります。

• そのためには、多くの地域住民や活動団体が推進会議に関わるなかで、課題解決など
に取り組んでいくことを「地域全体」に共有し、合意をとっていく必要があります。

〇現状

〇推進会議のあり方

【グループ検討】

• ２つのテーブルに分かれて、以下の内容について意見交換を行います。
◆ テーマ１：自身または団体が感じている地域の課題

◆ テーマ２：推進会議を自立的に運営していくためのしくみ（以下の内容）

〇 しくみを検討するにあたっての視点

テーマ１で検討した課題や関心が高いテーマ（例：高齢者支援、子どもの見守り、学校
再編など）を例に、具体的にどのようなしくみにするとよいかをイメージします。

• 各グループの検討結果を全体で共有します。

【イメージ図】

分野・立場の偏りがなく、
地域の多様や意見や
ニーズ、実情にあった取
組にしていくための
【意見交換・協議
・合意形成の場】
にしていきたい。

住民意見の
収集方法
住民意見の
収集方法

協議体制協議体制
住民意見の
整理・集約化の

方法

住民意見の
整理・集約化の

方法

合意形成の
方法

（方針決定）

合意形成の
方法

（方針決定）

参考 川口中学校区地域づくり推進計画（抜粋）
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4 市からの情報提供 【10分】

5 意見交換・情報共有 【10分】
• 推進会議を進める上で皆さんが、「こういうことを話しあいたい」、「このような情報を共有
したい」などがありましたら、お話ください。

【意見例】

〇 アクションプランを検討するに当たり、このような点が課題となっているので手伝ってほしい

○ 推進会議で検討していることを、広く住民に知ってもらう方法を具体化した方が良い

〇 私の団体で「〇〇〇〇」を開催する。お知り合いなどに共有をお願いします

資料３：（仮称）天合峰公園について

• 運営担当打ち合わせにおいて、「川口中学校区の課題を踏まえ、必要に応じて市の事業に
関する情報提供をしてほしい」との意見がありました。

• 第4回では、都市公園について担当所管課（都市整備課）から情報提供を行います。
※第５回以降も運営担当打ち合わせのなかで検討し、必要に応じて情報提供を行う予定です。

推進会議参加者

名前 所属

荒井 冨雄 地域住民（会社役員）

荒木 紀行 川口地区町会自治会連合会

稲原 恵美 川口小学校ＰＴＡ

久保 芳男 地域住民（川口町東部町会 会長）

白鳥 豊彦 自営業

白鳥 信行 川口福寿草の会

田倉 聖一 川口中学校学校運営協会

外山 朋子 川口小学校ＰＴＡ

内藤 佳代子 川口中学校ＰＴＡ

内藤 妙美 地域住民（青少年対策川口地区委員会）

内藤 トシ枝 民生児童委員第９地区

中村 八重 地域住民（主任児童委員)

古田 哲夫 上川口小学校学校運営協議会

前川 千鶴 青少年対策川口地区委員会

安田 美樹子 上川口小学校ＰＴＡ

山口 茂 地域住民（NPOからまつ）

大石 宗典 美山小学校PTA

髙野 重春 川口やまゆり住民協議会

中尾 直子 松枝小学校ＰＴＡ

平井 和枝 市民活動協議会


